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< t分布，F分布 >

< t分布> 正数 nに対し，関数
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を密度とする分布を，自由度 nの t分布という。n = 1のときはCauchy分布 ( コー

シー分布)といい，平均は存在しない。n > 1のとき平均は 0である。n 5 2のとき

分散は存在しない。n > 2のとき分散は
n

n− 2 である。
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定理9 Xが正規分布N(0, 1)に従い，Y が自由度 nの χ2分布に従う確率変数で，Xと Y

が独立ならば
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は自由度 nの t分布に従う。

系 X1，X2，· · ·，Xnは独立で正規分布N(m, σ2)に従うとき，
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Xiである。

<F分布> 正の整数m，nに対して，関数
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を密度とする分布を，自由度 (n，m)の F 分布という。n > 2のとき平均は
n

n− 2，

n > 4のとき分散は
2n2(m+ n− 2)
m(n− 2)2(n− 4) である。

定理10 Xと Y が独立で，それぞれ自由度 n，mの χ2分布に従うとき，

Z =
X
n
Y
m

は自由度 (n, m)の F 分布に従う。

図 2は n = 8，m = 10の場合の y = F (x)のグラフである。


